





















































回答数を示している。 1 .家族・親戚訪問、と 2 .友人訪問、はほぼどの頻度の


































ある ある ◎ 11 1 3 2 3 2
○ 4 2 1 1
計 15 1 3 4 4 2 1
( ii )
ある ない
◎ 16 1 2 3 5 2 1 2
○ 11 2 1 1 1 3 3
× 2 1 1
計 29 3 1 3 4 9 3 1 5




◎ 4 2 1 1
○ 11 1 1 4 3 1 1
× 7 1 1 3 1 1
計 22 2 2 9 5 1 1 2
本 国 訪 問 頻
度 の み の 合
計
◎ 32 1 2 5 5 10 5 1 1 3
○ 26 3 2 3 8 3 1 5
× 9 1 1 4 2 1
※◎＝年に 1 回以上、〇＝ 2 ～ 5 年に １ 回、×＝ほとんどない、あるいは全くない
表 １ 　滞米期間と本国送金、および本国訪問頻度（SF＋LA）















年 3 回以上 2 1 1 1 1
年 2 回 8 8 2 3 1
年 1 回 19 18 7 1 4 2
2 ∼ 3 年に 1 回 11 10 2 1 2 1



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8 名（A～H）のデータは表 3 の通りである。女性はCさんのみで、 8 名の一






































投票頻度 本国での活動 米国での投票頻度 米国での抗議行動
米国でのボランティ
ア・コミュニティ活動

































（無回答 1 名を除く） 1.64
選択肢内容：
質問（35）-a） 1 . すべての選挙で　 2 . ほとんどすべての選挙で　 3 . 半々くらいの割合で　 4 . 滅多にない
　　　　　　　 5 . 全くない　　　　 6 . 未成年だった
質問（40）　　 1 . すべての選挙で　 2 . ほとんどすべての選挙で　 3 . 半々くらいの割合で　 4 . 滅多にない
　　　　　　　 5 . 全くない　　　　 6 . 未成年である






















































　世帯所得平均の比較では、女性 1 名を除く（S）では 6 万 5 千～ 7 万ドルで
あるに対し、（T）では男性 3 万 5 千～ 4 万ドル、女性 4 万～ 4 万 5 千ドルとなっ
ている。これは世帯所得の比較であるので、回答者が女性であっても世帯のメ
ンバー全員が女性とは限らないため、男女間の厳密な比較とはならないであろう。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　その他、「 4 . 米国に永住する気になったから」は（P）では（Q）の 4 分の






























傾向にある（1.38 vs 2.45、 3.16 vs 3.42）。しかし、ボランティア・コミュニティ


















サンフランシスコ　男性（ 8 名） 1.50（ 2 名除外） 1.38 1.57（ 1 名無回答）
　　　　　　　　　女性（ 9 名） 1.25（ 2 名除外） 2.45 1.11
ロサンゼルス　　　男性（26名） 2.55（ 8 名除外） 3.16（ 1 名無回答） 1.73
　　　　　　　　　女性（19名） 1.33（ 4 名除外） 3.42 1.58
選択肢内容：
投票頻度： 1 . すべての選挙で　 2 . ほとんどすべての選挙で　 3 . 半々くらいの割合で　 4 . 滅多にない　
　　　　　 5 . 全くない　
抗議行動参加度： 1 . 何度もある　 2 . 数回ある　 3 . 1 ～ 2 回ある　 4 . 全然ない
















































































1 .できるだけ早く帰国 12.5％（女性） 11.6% 3.5% 4.3
2 .米国生活うまくない 12.5% 7.7 14.3 4.7
3 .移民への風当たり
4 .本国の治安改善 37.5% 15.3 25.0 5.4
5 .本国の経済改善 12.5% 7.7 14.3 5.1
6 .本国の政情安定 25.0% 3.5 6.0
7 .お金を儲けたら 12.5% 15.3 14.3 4.9
8 .子供の独り立ち 11.6 3.5 4.25
9 .他の動機 12.5% 15.3 21.4 3.7
10.帰国する気なし 12.5% 42.4 53.6 3.6
一時帰国する頻度の平均 5.30 3.96 3.78
永住帰国意志のある者の
一時帰国頻度平均 5.17 4.53 4.38
永住帰国意志のない者の




1 . 一度も帰ったり、行ったりしたことがない　　 2 . ほとんど帰ったり、行ったりしたことがない 










































































































⑴ Garcia, John A., “Latino Immigrants :  Transnationalism, Patterns of Multiple 
Citizenships, and Social Capital,” in David L. Leal and Jose E. Limon, eds., 
Immigration and the Border :  Politics and Policy in the New Latino Century, Notre 
Dame, Indiana :  University of Notre Dame Press, 2013, pp.108-109.
⑵ Pantoja, Adrian D., Rafael A. Jimeno, and Javier M. Rodriguez, “The Political 
Consequences of Latino Immigrant Transnational Ties,” in Immigration and the 
Border, p.134.
⑶ Portes, Alejandro and Ruben G. Rumbaut （eds.）, Immigrant America :  A Portrait, 
4 th edition, Oakland, CA:  The University of California Press, 2014, p.209.
⑷ Baker-Cristales, Beth, Salvadoran Migration to Southern California :  Redefining El 
Hermano Lejano, Gainesville, Florida :  The University of Florida, 2004, pp. 58-59.
⑸ Baker-Cristales, p.51.
⑹ Baker-Cristales, p.51.
⑺ Abrego, Leisy J., Sacrificing Families :  Navigating Laws, Labor, and Love Across 








González, Luis Armando, “El Salvador de 1970 a 1990 :  política, economía y sociedad, 
” Realidad, no. 67, Enero-Febrero, 1999, pp.43-61; Grenni,  Héctor, “El Salvador en la 
década de los años 70 :  Las oportunidades perdidas, ” TEORÍA Y PRAXIS Editorial 
Universidad Don Bosco, año 12, No.25, Junio-Diciembre, 2014, pp.67-91.）




⑽ Chinchilla, Norma Stoltz and Nora Hamilton, “Central American Immigrants :  
Diverse Populations, Changing Communities,” in David G. Gutierrez （ed.）, The 
Columbia History of Latinos in the United States since 1960, New York, NY :  




M., Changing Women, Changing Nation :  Female Agency, Nationhood, & Identity 
in Trans-Salvadoran Narratives, Albany, NY:  State University of New York Press, 
2012, p.97.）
⑿ Pantoja, pp.135-136.
⒀ 永住権保持者が連続して 6 か月未満、国外に出て不在の場合は、米国に継続的に居住






⒁ Zentgraf, Kristine M., “Why Women Migrate :  Salvadoran and Guatemalan Women 
in Los Angeles,” in Enrique C. Ochoa and Gilda L. Ochoa （eds.）, Latino Los 
Angeles :  Transformations, Communities, and Activism, Tucson, AZ :  the University 
of Arizona Press, 2005, pp.79-80. こうした「分業体制」がメキシコ系社会にも見ら
れることを指摘した以下の実証研究がある。Gilda L. Ochoa, Becoming Neighbors 
in a Mexican American Community :  Power, Conflict and Solidarity, Austin, TX :  







被害女性支援、被虐待犬支援など）（ 4 名）、「翻訳・通訳」（ 2 名）、「市民祝祭の開催
支援」（以下、 1 名ずつ）、「クリニック」、「学校での支援」、「身障者・子どもの支援」、
「バスによる支援」、および不明であった。一方、男性（11名）では、「教会活動」（ 2























（35） b）  あなたは、移民してくる前、エルサルバドルにいらっしゃった時、以下の活動ま
たは運動に何か参加されていましたか。 4 番以外は、複数回答可。
 　 1  □ はい、選挙運動に: （具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 　 2  □ はい、労働・社会運動に: （具体的に： 　　　　　　　　　　　  　　　　）
 　 3  □ はい、コミュニティ・ボランティア活動に（具体的に：　　　　　　　　　　）
 　 4  □ いいえ、何にも
 　 5  □ いずれにも該当しない回答: （具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）
（39）b）  あなたがアメリカ合衆国の国籍を取得した理由は何ですか。複数回答可。
 　 1  □ 米国政治に有権者として参加するため
 　 2  □  米国政治への参政権を行使して、在米エルサルバドル系の非市民や在留資
格のない移民の権利獲得や地位向上を求めて闘うため
 　 3  □ 本国にいる家族・親族を呼び寄せるため／呼び寄せられるから
 　 4  □ 米国に永住する気になったから
 　 5  □ エルサルバドル国籍を捨てる気になったから
 　 6  □ 十分な報酬が得られる安定した職に就けるから
 　 7  □  エルサルバドルと米国との間の行き来がより頻繁に容易くできるようにな
るから
 　 8  □  1994年の「住民提案第187号」に代表される「反移民」的な風潮が米国内
で強まりつつあったので
 　 9  □ 片親または両親がアメリカ合衆国の国籍を取得したので 
 　10 □ アメリカ市民と結婚したので 　　　　　11 □ その他：（            　　　） 
 （45）  あなたは、近い将来、或いは、遠い将来に、ここを去り、エルサルバドルに住むつ
もりですか。10番以外は、複数回答可。
 　 1  □ はい、とにかくできる限り早く帰りたい
 　 2  □ はい、思っているよりも米国での生活がうまくいかないことがわかったら
本国生まれの在米エルサルバドル系二重国籍者に見られるトランスナショナリズムの背景─政治意識・行動、米国国籍取得の理由および「本国への永住帰国の夢」の分析から─
−57−
 　 3  □ はい、米国での移民に対する風当たりが強くなったら
 　 4  □ はい、本国の治安が改善したら　　 5 □ はい、本国の経済が改善したら
 　 6  □ はい、本国の政情が安定したら
 　 7  □ はい、本国で裕福に暮らせるだけのお金を儲けたら
 　 8  □ はい、一緒に暮らしている子供が一人立ちしたら
 　 9  □ はい、他の動機で：（                 ）
 　10 □ いいえ、そのつもりはありません
【アンケートの実施概要】








和国領事館関係者、LA 現地NPO のEl Rescate の関係者、在SF エルサルバドル共和国領
事館関係者、NPOの CARECEN のSF 支部関係者、サンフランシスコ州立大学のエルサ
ルバドル系教員の方々、LA の大祝祭会場で働いていただいた 3 人のラテン系調査補助要
員の方々、そしてアンケートの回答に賛同いただいた現地エルサルバドル系住民の方々に
は心より御礼を申し上げます。
　2016年 6 月 4 日の日本ラテンアメリカ学会第37回定期大会での研究報告では、コメンテー
ター、司会者ならびにフロアから今後の研究の方向性に関わる貴重なコメント、アドバイ
スを頂戴いたしました。また、2016年度も参加させていただいている「ラテンアメリカに
おける国際労働移動の比較研究」研究会（同志社大学人文科学研究所第14部門研究代表者・
松久玲子教授）でも、各報告者・参加者の方々から研究に関する様々な刺激をいただいて
おります。感謝申し上げます。
